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沖膚の″意だごたえる

私たちの総意とは武ヽ

10月 21日 、沖縄本島で8万 5千の人々が

つどつた大きな集会が行なわれた。米兵

による女子小学生暴行事件を糾弾 し、日

米地位協定の見直 しを要求する「沖縄県

民総決起大会」。集会で発言に立った大

田昌秀沖縄県知事は冒頭で「本来県民の

生命・人権を守るのが行政の役割なのに」

と、集まつた多 くの人々の前で詫びた。

知事の言葉をいたたまれぬ思 tヽで聞い

た人は決 して少なくなかろう。でも、一

番しヽたたまれぬ思いで間かなければなら

なかつた日本の国の行政の中枢をになう

人々は、今は安保護持、何とか怒りを静

め、基地存続を、と奔走 している。

「21世紀に向けて、若者が希望をもて

る基地のない平和な沖縄を築きたい」

(大田知事 )と は、沖縄の人々の総意だ

ろう。総意とは、みんながそう思つてい

るということ以上の明確な意志だ。あれ

は好き、これは嫌いといつた類いの問題

ではなしヽことを、今、私たちはしつかり

知るべきだと思う。私たちもまた、しつ

かりとした意志を持つこと以外に、応え

るすべはない。

それでは、私たち自身の意志とは ?

「基地のない平和な沖縄を築きたい」。

それは沖縄の人々だけの思いではなかつ

たはず。それは私たち自身の総意であつ

たはず。憲法九条とは、そういう意味だ。

でも、本当にそうかと問わざるを得ない

現実がある。平和は、私たちの意志で |よ

なく、何か漠然とした願いのままだ。そ

れではこたえにならない。

私たちはずいぶん長い間、総意という

こと、総意によつて何事かを、自分たち

の生き方を、自分たち自身で決定すると

いうことを、忘れてきてしまつたような

気がしてならない。沖縄の人々は、その

ことの大切さを改めて私たちに教えてく

れた。

例えば太平洋の島々で、核実験に反対

する人々。その人々の声を、私たちはど

れだけしつかりとその人々の総意として

間 くことができているだろうか。それは

漠然としたNo!の願いではなく、襟を正

すべき彼らの決定だ。その事実を素直に

認めあう関係抜きに、共生も平和もない。

そして今問われているのは、とりもなお

さず私たち自身の民主主義であると思う。

今、私たちは応えたい。平和を、私た

ちひとリー人の願いではなく、私たちの

総意として、はつきりと示したい。

津田光太郎 (希望21・ 京都 )
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